	第 一 課　逃げ出したヨナ（一章）
暗唱聖句　わたしは…あなたの前に悪い事を行ないました。　　   　詩篇51・４
日　　標　神の言葉に従わない事は罪であることを発見する。


　　導入
　皆さんの中に、一回でも病院に入院した人がいますか。看護婦さんは、病気の人が元気になるために、お医者さんの指示通りに色々世話をしてくださいます。けれど、もし看護婦さんがお医者さんの指示に従わずに、自分勝手なことをしたり、反対に何もしてくれなかったら、その病人はどうなってしまうでしょうか。病人が良くなるためには、看護婦さんがお医者さんの指示に従ってお仕事をしてくれることが必要だとわかりますね。このお医者さんとは神様のこと、看護婦さんとは今年の夏期学校で学ぶ預言者ヨナのことです。
　　一、神様の命令
　紀元前七六〇年ごろのニネベという町は大変でした。「彼らの悪がわたしの前に上ってきたからである」（１・２）と神様が言われたほど、もうどうしようもなく悪が満ちていたのです。どんな悪だったでしょうか。①偶像礼拝と、②流血の暴力と、③汚らわしい不道徳（ナホム１・14、ヨナ３・１、４参照）などでした。
　神様は、こういう罪悪を「主に対する悪事」だと言っておられます（ナホム１・11）。お父さんやお母さんの言いつけに背いたら叱られるのが当然のように、こんなニネベの町に向かって神様がお怒りにならないはずがありません。そこで神様は、アミッタイの子ヨナという人に、「立って、あの大きな町ニネベに行き、これに向かって呼ばわれ」と命令されました。「この町は神様によって裁かれるぞ」という意味です（３・４、10）。神様は、どんなに大きな町であっても、どんなに有力で影響力があっても、罪があるなら、必ず裁かれます。もし罪を離れないなら、その罪人を町ぐるみで裁かれるのです。
　　二、命令にそむいたヨナ
　ところがヨナは、「主の前を離れて…タルシシヘ行こうと船に乗」りました。これは、ヨナが神様の命令に従うのがいやで、逃げだしてしまったことを表しています。
　ヨナは、あとで「わたしはヘブルびとです。わたしは海と陸とをお造りになった天の神、主を恐れる者です」と告白するほど、神様を堅く信じていました。またお仕えもしていました。でもどうしたのでしょうか。神様のご命令に従わないばかりか、反対方向へ逃げてしまったのです。
　「ヨナ」とは「はと」という意味ですが、彼は臆病で、いざという時になって弱気になったのでしょうか。あるいは、ニネベの人々は悪い人たちだから、神様に裁かれても当たり前だと考えていたのでしょうか。または、ニネベまで行くのは面倒くさいと思ったり、自分には関係ないと思ったのでしょうか。色々なことが考えられますね。
　　三、そむきの結果
　このようなヨナの態度を見られた神様は、非常にお怒りになりました。神様の言葉に従わないことこそが罪の本質だからです。そして、大変なことがおこりました。「時に、主は大風を海の上に起されたので、船が破れるほどの激しい暴風が海の上にあった」のです。
　この出来事は、ヨナの不従順と自分勝手な行為に対して、神様がどんなに激しく怒られたかを良く物語っています。ヨナの罪は大きくて、その悪い影響は、船に乗った他の人たちにまで及んでしまいました。船員さんもお客さんも、命からがらの大騒ぎです。神様の言葉にそむくなら、その結果、自分が苦しむだけでなく、周囲の人々も苦しむことになってしまいます。
　　結論
　今、私たちは、神様の声を聖書の中から聞くことができます。毎週教会学校で聞く聖書の言葉にちゃんと従っていますか。例えば、「父と母とを敬え」という言葉に従っていますか。あるいは友だちをいじめている子に、「意地悪しちゃダメだよ」と注意できますか。難しいですね。
　自分勝手な理屈をつけて知らぬ顔をしたり、あるいは、「そんなの嫌だ」と思うのは、神様に対する大きな罪です。神様は、かならず罪を裁かれます。もし罪があるなら、今日の暗唱聖句のように、「わたしは…あなたの前に悪い事を行ないました」と正直に告白しましょう。夏期学校は、それをするにふさわしい機会です。
	第 二 課　悔い改めたヨナ（第二章）
暗唱聖句　わたしは雪よりも白くなるでしょう。　　   　　
　　　　　　　　　　　　　　　　詩篇51・７
日　　標　罪を悔い改めるなら、神はそれを赦してくださることを発見する。


　　導入
　皆さんは「裁判所」を知っていますね。交通事故や泥棒や、その他もっともっと複雑で難しい事件を裁くところです。どんな事件でも、人は自分の悪かったことを素直に認めようとしないので、裁判所で、正しく裁かねばなりません。悪いことをしたとしても、それを正直に認め、「ごめんなさい」と言うなら、もっと住みやすい世の中になるのではないでしょうか。
　　一、罪の告白
　大嵐になった海で、船員たちは船が沈没してしまわないように必死になっていました。そして、だれがこの災難の原因になっているのかくじで決めようということになったのですが、そのくじはヨナに当たってしまいました。どんなにがんばってみても、ヨナは神様の手の中から逃げ出すことはできず、その罪は暴露されたのです。ヨナは観念して、「わたしを取って海に投げ入れなさい。わたしのせいです」と正直に告白します。彼は、自分は罪を犯したので、おぼれて死んでしまってもよいと考えたのでしょう。ヨナが海に投げ込まれると、海の荒れるのがやんでしまいました。
　私たちにも、何か隠している罪はないでしょうか。でもどんなに隠しても、神様はご存じです。必ずいつかはばれてしまいます。ですから、隠すのはやめましょう。悪かったことをありのままで神様に告白しましょう。そのとき、神様は不思議なことをなさいます。
　　二、悔い改め
　海に投げ込まれたヨナは、不思議なことに、ちょうどそこに現れた大きな魚に飲み込まれてしまいました。その魚は、神様が備えてくださったものでした。神様は、罪を犯したヨナさえも憐れんで、その命を救ってくださったのです。このことに気づいたヨナは、魚の腹の中から「その神、主に祈って」言いました。
　「わたしは悩みのうちから主に呼ばわると、
　　主はわたしに答えられた。
　　わたしが陰府 (よみ)の腹の中から叫ぶと、
　　あなたはわたしの声を聞かれた。」
　ヨナはこの災難の原因は自分にあることを認めましたから、黙って海に投げ入れられました。一度は神様の声に従わないで逃げ出したのですが、その罪を悔い改めて、「主に呼ばわり…叫ぶ」ことを始めたのです。「神様、わたしを助けてください」と叫び、祈ったのです。
　私たちにも、この悔い改めが必要です。神様が罪を犯した者をすぐに裁いて滅ぼされないのは、その人が悔い改めるのを待っておられるからにほかなりません。この夏期学校の期間中に、自分の罪を認めて悔い改めましょう。
　　三、悔い改めの結果
　神様を全面的に頼り、助けを求めたヨナは、たといまだ魚の腹の中にいても、
　「わたしは感謝の声をもって、
　　あなたに犠牲をささげ、
　　わたしの誓いをはたす。
　　救 (すくい)は主にある」
　と祈ることができました。そして、神様はその祈りに答えて下さいました。神様が魚に命じられると、不思議なことに魚はヨナを陸に吐き出したのです。
　どんな大きな罪を犯していても、本心からそれを悔い改めるなら、神様はそれを赦してくださいます。そして、罪の結果の苦しみから救ってくださるのです。昔した悪いことを思い出して、苦しくなることはありませんか。今日、それを悔い改めましょう。その時、あなたの心は雪よりも白くなり、大きな喜びが生まれてきます。
　　結論
　今でも、真の神様は、罪を悔い改めるなら、どんな人でも例外なく赦してくださいます。そしてその人の心に、本当の喜びと平和をくださるのです。それは、イエス様が私たちの罪のために、魚の腹ではなく、陰府に下ってくださって、私たちの受けるべき罪をすべて身代わりに受けてくださったからです。罪を認めて悔い改めた人々は、大人でも子どもでも、同じように神の国に生きることができます。真っ黒だった心が、イエス様の血によって、雪のようにまっ白くなるのです。嬉しいですね。「救は主にある」というみ言葉は、昔も今も、本当です。

	[bookmark: _GoBack]第 三 課　愛を知ったヨナ（第三、四章）
暗唱聖句　神の受けられるいけにえは砕けた魂です。　　　　　　　　　詩篇51・17
日　　標　神は、悔い改めた人々を決して滅ぼされないことを発見する。


　　導入
　私たちには、「執念深さ」というとても嫌な性質がありますね。喧嘩をした友だちと一度は仲直りしても、本当はなかなか赦せないとか、いつまでも覚えていて悔しい気持ちになるとか、また喧嘩をするとか。この嫌な性質をスッキリしたいと思いませんか。実はこれを解決するのが、本当の愛なのです。ヨナはこの愛を経験しました。
　　一、二度目の命令
　罪を悔い改めたヨナに、神様はもう一度命令を与えられます。「時に主の言葉は再びヨナに臨んで言った」と書かれていますね。一度罪を犯してしまったヨナですが、神様は彼を完全に赦して回復を与えられたのです。そして、「立って、あの大きな町ニネベに行き、あなたに命じる言葉をこれに伝えよ」と命じられました。
　ヨナは今度はお言葉に従います。ニネベは、一回りするのに三日かかるほど大きな町でした。その町のあちこちで、ヨナは「四十日を経たらニネベは滅びる」と叫んだのです。町の人々から変人扱いされることは覚悟の上でした。きっと、彼の声は枯れてしまうほどだったでしょう。
　　二、愛のみこころ
　ヨナの真剣な叫びを聞いたニネベでは、「人々は神を信じ、断食をふれ、大きい者から小さい者まで荒布を着た」と書かれています。王様さえも罪を悔い改め、罪の生活を離れて「ひたすら神に（赦して下さるように）呼ばわ」ったのです。その結果、「神は彼らのなすところ、その悪い道を離れたのを見られ、彼らの上に下そうと言われた災 (わざわい)を思いかえして、これ（町を滅ばすこと）をおやめに」なりました。
　ところがヨナはこれを非常に不快に思い、主に祈ります。「それでこそわたしは、急いでタルシシにのがれようとしたのです。…あなたが…災を思いかえされることを、知っていたからです。それで主よ、どうぞ今わたしの命をとってください。わたしにとっては、生きるよりも死ぬ方がましだからです」と、訳 (わけ)の分からないことを言って、ゴネていました。まさに「だだっ子ヨナ」そのものです。彼は、自分がおぼれて死にそうになったときに祈ったことも、滅ばされて当然の自分が神様の憐れみによって救われたことも、忘れていました。神様の愛のみこころが理解できなかったのです。
　　三、ヨナヘの実物教育
　それでもヨナは町の近くに小屋を建て、なりゆきを見きわめようとしていました。神様は、このだだっ子ヨナを、実物で教育されたのです。ある日の朝、芽を出した「とうごま」という植物が、ちょうど良い日陰を作ってヨナを喜ばせました。ところが次の日の朝には、そのとうごまがすっかり枯れてしまっています。神様が虫を用いて、そうされたのです。太陽が照り始めた時、ヨナは暑さのために苦しみ、怒って言いました。「生きるよりも死ぬ方がわたしにはましだ」と。
　口ぐせのように「死んだ方がましだ」と言い出すヨナに対して、神様は「あなたは労せず、育てず、一夜に生じて、一夜に滅びたこのとうごまをさえ、惜しんでいる。ましてわたしは十二万あまりの、右左をわきまえない人々と、あまたの家畜とのいるこの大きな町ニネベを、惜しまないでいられようか」と静かに諭されました。これこそが神様の本当のお心なのです。
　　結論
　神様は、ヨナでもニネベの人々でも、自分の罪を認めて悔い改めるなら、喜んで赦してくださいます。ヨナは「執念深い」人でしたが、神様は決してそうではありません。神様がこのような愛をもっておられることを、ヨナは、この後にわかったことでしょう。そして自分もニネベの人々が救われたことを喜ぶようになったでしょう。
　暗唱聖句にある「砕けた魂」とはどういう意味でしょうか。それは、「自分は正しい人間だ。あいつは悪い人間だ」と考えるのではなく、「自分はすぐ偉そうになってしまう。人のことを悪く言ってしまう」と謙遜に考えることです。神様は、そんな自分の姿に気づいて、「ごめんなさい」と正直に悔い改める人を喜んで受け入れてくださいます。この夏期学校で、そのことが実際に体験できたでしょうか。

